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４面マルチディスプレイスタンド(PMC-M4)取扱説明書

こ の度は、 弊社製品をお買い求めいただきまし て、 あり がと う ございます。

●こ の説明書は、 製品の組立て方、 使い方、 使用上の注意事項について記載し てあり ます。

●ご使用前に必ず、 こ の説明書をよく お読みの上、 正し く お使いく ださ い。

●また製品を末永く ご使用いただく ために、 こ の説明書は大切に保管し てく ださ い。

組立てをはじめる前に
●組立てるまえに必ず、構成部品一覧/ビスパック一覧、完成図をご覧になり、内容物をご確認ください。
●組立作業をする場合は、カーペットの上か、毛布などを敷いた所で、床や製品を傷つけないようにご注意ください。

※最後に安全上の注意を必ずお読みください。
※設置、組立の不備、または天災による事故･損傷につい
　て当社は一切責任を負いません。

完成図

[ 本体質量 ] 約　７５．０　kg [ 静耐荷重 ] ディスプレイ取付け質量：２００　kg
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ハンガーパイプ

支柱支えパイプ

ハンドル取付金具 2

1 2支柱の組立

キャスターフレームの開口部分に支柱を立てる。キャスター
フレームの下側にある凸部の側面にボルト穴があることを確
認し、M10×35キャップボルト、スプリングワッシャー、平
ワッシャーで締め付けて固定する。

※キャスターフレームの組立はキャスターのストッパーを
使用し動かないようにしてください。

支柱

キャスターフレーム

M10×35キャップボルト
スプリングワッシャ ×４

ワッシャ　
支柱

支柱支えパイプの組立

支柱支えパイプをキャスターフレームに立てた支柱に合わせてM8×20キャップ
ボルト、スプリングワッシャー、平ワッシャーでキャスターフレームに固定する。
次にM8×65キャップボルト、スプリングワッシャー、平ワッシャーで上段と下段
を固定する。
もう一方の支柱も同様に支柱支えパイプを固定する。
最後に支柱の角度調整するためのボルトとしてM8×65キャップボルトとナットを
中段のボルト穴に支柱に当たるところまで締め込む。

※支柱の角度調整は別途参照

M 8×20キャップボルト
スプリングワッシャ

　×４

　　

M 8×65キャップボルト
スプリングワッシャ

　×２

M 8×65キャップボルト
M 8用ナット

スイングアームの取付

支柱の上部からスイングアームを差し込み下から順番に支柱背面
のボルト穴に合わせてM8×30キャップボルト、スプリングワッ
シャー、平ワッシャーで固定する。

※スイングアームの固定高さは取付けるディスプレイにより
　異なります。別途参照
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M 8×30キャップボルト
スプリングワッシャ
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支柱支えパイプ
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六角レンチM6用 1

M8用 

スパナ M6用 2

スイングアーム

支柱

キャスターフレーム

ハンガーパイプ

支柱支えパイプハンドル
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1スパナ M12用

８
８
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キャスターフレーム支柱取付用
ｷｬｯﾌﾟﾎﾞﾙﾄ  M10×L35
M10用平ワッシャー
 M10用スプリングワッシャー

８
８
８

支柱支えパイプ
（キャスターフレーム側）

ｷｬｯﾌﾟﾎﾞﾙﾄ  M8×L20
M8用平ワッシャー
 M8用スプリングワッシャー

支柱支えパイプ（支柱側）
ｷｬｯﾌﾟﾎﾞﾙﾄ  M8×L65
M8用平ワッシャー
 M8用スプリングワッシャー

４
４

 M8用六角ナット

６

８
８
８

スイングアーム固定
ｷｬｯﾌﾟﾎﾞﾙﾄ  M8×L30
M8用平ワッシャー
 M8用スプリングワッシャー

・使用ビスパック
・使用ビスパック

・使用ビスパック
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ハンガーパイプを取付ける際は①下段（水平器付）、②上段の順にスイングアームの引掛け
部分に置きハンガーパイプのボルト穴の位置をスイングアームの穴位置に合わせる。
位置を合わせたらM8×20キャップボルト、スプリングワッシャー、平ワッシャーで固定する。

※ハンガーパイプの角度調整は別途参照

ハンガーパイプの取付

②ハンガーパイプ（上段）
※水平器なし

①ハンガーパイプ（下段）
※水平器付き

M 8×20キャップボルト
スプリングワッシャ

　×２

８
８
８

ハンガーパイプ
ｷｬｯﾌﾟﾎﾞﾙﾄ  M8×L20
M8用平ワッシャー
 M8用スプリングワッシャー

・使用ビスパック

４

ワッシャ　ー平
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ハンドルの取付

支柱背面にハンドル取付金具をM8×30キャップボルト、スプリングワッシャー、平ワッシャー
で固定する。
しっかり固定出来ていることを確認してからハンドルをM8×30キャップボルト、スプリング
ワッシャー、平ワッシャーで固定する。

M 8×30キャップボルト
スプリングワッシャ

　

× ３

【転倒防止金具の設置】

【A】

【B】

【A】

【B】

モニターの取付

アタッチメントを取り付けたモニターを下段から順番にハンガーパイプに引っ掛け取付ける。
モニターのレベルを調整し背面のキャップボルトを締めて固定する。
最後にモニターの出面を調整する。

※モニターのレベル、出面の調整は別途参照

組立完成

取手
ｷｬｯﾌﾟﾎﾞﾙﾄ  M8×L30
M8用平ワッシャー
 M8用スプリングワッシャー

６
６
６

・使用ビスパック

5 7 8

組立完成後、設置する位置に移動し、キャスターが宙に浮き上がるくらいまでアジャスターを下げ、
キャスターフレームに付いている水平器を見ながらレベルを調整する。

※アジャスターのレベル調整の方法は別途参照

レベルの調整をした後、転倒防止金具を設置する。
キャスターフレームに装着している転倒防止金具を固定している【A】M10キャップボルトを緩め
【B】のキャップボルトを外す。
【A】のキャップボルトを支点にし転倒防止金具を回転させて広げる。
先ほど外した【B】のキャップボルトを前側のボルト穴に入れる。
最後に【A】【B】のキャップボルトをしっかり締め付ける。

アタッチメントの取付

①

M6×75キャップボルト
M8×80キャップボルト

M6・M8用薄ナット

M6・M8用高ナット M6・M8用平ワッシャー

M6・M8用平ワッシャー

M6・M8用平ワッシャー

コイルスプリング

M6・M8用薄ナット

部品リスト ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑨

⑩ ⑪ ⑫

① 【Ａ】キャップボルトに【Ｂ】薄ナットを取付ける。
② ①のボルトセットに【Ｃ】高ナットを取付ける。
③ ②のボルトセットに【Ｄ】平ワッシャーを取付ける。
④ アタッチメントに挿入し、反対側に【Ｅ】平ワッシャーを取付ける。
⑤ 【Ｆ】コイルスプリングを取付ける。
⑥ 【Ｇ】平ワッシャーを取付ける
⑦ 【Ｈ】薄ナットを取付ける
⑧ 上記の取付作業を８本のアタッチメント全て行う。

※設置するモニターに合わせてＭ６またはＭ８のボルトを選択してください。

アタッチメント

【Ａ】 【Ｂ】

【Ｃ】 【Ｄ】

【Ｅ】 【Ｆ】

【Ｇ】 【Ｈ】
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ワッシャ　ー平
ー

⑨ 付属のレンチを使用しモニターに取付ける。
（キャップボルトが行き止まるまで締め込む）
⑩ アタッチメントを挟んでモニター側の薄ナット
  （回転防止用ナット）を締め込む。
⑪ 高ナットでモニターの出面を調整する。
⑫ モニターの出面を調整後、高ナットと薄ナット
  （回転防止用ナット）を締め込む。

※モニターの出面調整は別途参照



2 ハンガーパイプの角度調整

スイングアーム側面の【A】キャップボルトと背面の【B】
ナットを緩めてから【C】キャップボルトを回して角度を
調整する。
調整終了後、【A】キャップボルトと【B】ナットを締め
付ける。

【A】キャップボルトと【C】キャップボルトはM8用六角
レンチ、【B】ナットはM8用スパナ使用する。

【B】 【C】

1 支柱支えパイプの調整

支柱支えパイプ背面の【A】キャップボルトと【B】ナット
を緩めてから【C】キャップボルトを回して支柱の傾きを調
整する。
調整終了後、【A】ボトルキャップと【B】ナットを締め付
ける。

【A】キャップボルトと【C】キャップボルトは M8用六角
レンチ、【B】ナットはM8用スパナを使用する。

【B】

【C】

3 モニターレベルの調整

アタッチメントの背面のある【A】ナットと【B】キャップ
ボルトを緩める。次に【C】のナットを緩め、【D】キャップ
ボルトを回してモニターのレベルを調整する。
調整終了後、全てのキャップボルトとナットを締め付ける。

【A】と【C】のナットはM8用スパナ、【B】と【D】の
キャップボルトはM8用六角レンチを使用する。

【B】

【C】

モニター出面の調整

【A】薄ナットを緩めて【B】高ナットを回してモニターの
出面を調整する。
調整終了後、【A】薄ナットを締め付け固定する。

【A】薄ナット、【B】高ナットを調整する際ナットのサイズ
（M6またはM8）に対応したスパナを使用する。

【A】

【B】

８
キャスターフレーム支柱取付用

キャップボルト Ｍ10×L35

PMC-M4 ビスパック一覧

４７型ディスプレイ取付時ハンガーパイプ高さ５５型 ・ ６０型ディスプレイ取付時ハンガーパイプ高さ
８
８

Ｍ10用 平ワッシャー
Ｍ10用 スプリングワッシャー

スイングアーム固定
キャップボルト Ｍ８×L30 ８

８
８

Ｍ8用 平ワッシャー
Ｍ8用 スプリングワッシャー

８
８
８

６
４
４
２

１６
３２
１６
４８

１６
３２
１６
４８

１６８
８
８

６
６
６

６

支柱支えパイプ（キャスターフレーム側）

キャップボルト Ｍ８×L20
Ｍ8用 平ワッシャー
Ｍ8用 スプリングワッシャー

支柱支えパイプ（支柱側）

キャップボルト Ｍ８×L65
Ｍ8用 平ワッシャー
Ｍ8用 スプリングワッシャー
Ｍ8用  六角ナット

モニター取付　M8用

キャップボルト Ｍ８×L80
Ｍ8用 薄ナット
高ナット M8×20
Ｍ8用  特平ワッシャー

モニター取付　M6用

キャップボルト Ｍ6×L75
Ｍ6用 薄ナット
高ナット M6×20
Ｍ6用  特平ワッシャー

キャップボルト Ｍ８×L20
Ｍ8用 平ワッシャー
Ｍ8用 スプリングワッシャー

ハンガーパイプ モニター取付　M6・M8共通

スプリングコイル

キャップボルト Ｍ８×L30
Ｍ8用 平ワッシャー
Ｍ8用 スプリングワッシャー

取手 配線カバー
樹脂板

※ハンガーパイプ固定高さ参考図

5 キャスターフレームのレベルを調整

キャスターフレームの中央に付いている水平器を見ながら
付属のM12ボルト用スパナを使用しレベルアジャスターで
レベル調整をする。

※レベル調整は設置場所で行ってください。

機構調整方法

4

【A】

【A】

【A】

【D】

アタッチメントの穴位置

アタッチメントの穴位置


